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◆	 学会報告
1) 北井克樹*，川口甲介，守田雅志，今中常雄，宗孝紀．ABCタンパク質によるリソソームから細胞質へのビタミ
ンB12輸送機構の解析．日本薬学会第139年会；2019 Mar 21-23；千葉．（ポスター）．
2) 守田雅志，松本隼，佐藤英晶，渡辺志朗，今中常雄，宗孝紀．ピレン修飾脂肪酸を基質としたペルオキシソー
ム脂肪酸β酸化及び脂肪酸生合成の新規測定法．日本薬学会第139年会；2019 Mar 21-23；千葉．（ポスター）．
3) 川口甲介，守田雅志，今中常雄，宗孝紀．ペルオキシソーム膜ABCタンパク質ABCD1による極長鎖脂肪酸CoA
輸送機構の解析．第14回トランスポーター研究会；2019 Jul 20-21；北海道．（ポスター）．
4) 川口甲介，向井絵美，守田雅志，今中常雄，宗孝紀．ABCタンパク質を介したペルオキシソーム内への極長鎖
脂肪酸CoA輸送機構の解析．第92回日本生化学会大会；2019 Sep 18-20；横浜．（ポスター）．
5) 向井絵美**，川口甲介，尾崎加代子，守田雅志，今中常雄，宗孝紀．ペルオキシソーム膜ABCタンパク質が持
つアシルCoAチオエステラーゼ活性の特性．第92回日本生化学会大会；2019 Sep 18-20；横浜．（ポスター）．
6) 宮澤美優**，冨田勇，山田祥太朗，守田雅志，宗孝紀．ペルオキシソーム欠損による細胞内コレステロール代
謝異常．第92回日本生化学会大会 第92回日本生化学会大会；2019 Sep 18-20；横浜．（ポスター）．
7) 北井克樹*，川口甲介，守田雅志，今中常雄，宗孝紀．ABCトランスポーター ABCD4によるリソソームから細
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胞質へのビタミンB12輸送機構の解析．第92回日本生化学会大会；2019 Sep 18-20；横浜．
8) 依田大輝*，螺澤太郎，大石真結，守田雅志，宗孝紀．副腎白質ジストロフィーの発病メカニズム解明：abcd1
欠損ミクログリアにおける自然免疫応答の亢進．第92回日本生化学会大会；2019 Sep 18-20；横浜．
9) 依田大輝*，螺澤太郎，守田雅志，宗孝紀．副腎白質ジストロフィーの発症機構：abcd1 欠損ミクログリアの免
疫応答の異常．日本薬学会北陸支部第131回例会；2019 Nov 17；金沢．
10) 北井克樹*，川口甲介，守田雅志，今中常雄，宗孝紀．リソソーム膜ABC トランスポーター ABCD4 によるビタ
ミンB12 輸送機構の解析．日本薬学会北陸支部第131回例会；2019 Nov 17；金沢．
11) 飯田日向子，帯田孝之，宗孝紀，水口峰之．TNF 受容体の細胞内領域に含まれるTRAF 結合ペプチドモチーフ
の精密化を目指した研究．日本薬学会北陸支部第131回例会；2019 Nov 17；金沢．
12) 河原永悟*，藤森由夏，大石真結，川口甲介，守田雅志，奥山祐子，石井直人，宗孝紀．CD4陽性T細胞のIL-27
受容体シグナルにおけるTRAF5の抑制性機能の解明．日本薬学会北陸支部第131回例会；2019 Nov 17；金沢．
13) 藤森由夏*，河原永悟，川口甲介，守田雅志，帯田孝之，奥山祐子，水口峰之，石井直人，宗孝紀．サイトカイ
ン受容体 gp130 と TRAF タンパク質の相互作用様式の解明．日本薬学会北陸支部第131回例会；2019 Nov 17；金沢．
14) 大石真結*，河原永悟，守田雅志，宗孝紀．副腎白質ジストロフィー (ALD)：発症におけるCD4陽性T細胞の関与．
日本薬学会北陸支部第131回例会；2019 Nov 17；金沢．
15) 川口甲介．リソソームから細胞質へのビタミンB12輸送機構．日本薬学会北陸支部第131回例会；2019 Nov 17；
金沢．（シンポジウム・ワークショップ パネル）．（招待講演）
16) 北井克樹*，川口甲介，守田雅志，今中常雄，宗孝紀．ABCトランスポーター ABCD4を介したリソソームから
細胞質へのビタミンB12輸送機構の解析．第42回日本分子生物学会年会；2019 Dec 3-6；博多．（ポスター）．
17) Phung HT, Nagashima H, Kobayashi S, Machiyama T, Sakurai T, Tayama S, Asao A, Okuyama Y, Ishii N, So T. TNFR-
associated factor (TRAF) 5 expressed by intestinal epithelial cells promotes NF-kB-mediated inflammation via controlling 
TRAF2 stability in dextran sulfate sodium-induced colitis. 第48回日本免疫学会学術集会；2019 Dec 11-13；浜松．
18) Tayama S, Okuyama Y, Phung HT, Kawabe T, So T, Ishii N. IQGAP1 regulates ILC2 apoptosis in the lung 第48回日本免
疫学会学術集会; 2019 Dec 11-13; 浜松．
19) Oishi M*, Kawahara E, Morita M, So T. T helper cell differentiation in the absence of abcd1: Identification of a possible 
connection between CD4+ T cell and adrenoleukodystrophy. 第48回日本免疫学会学術集会；2019 Dec 11-13；浜松．（ポ
スター）．
20) Fujimori Y*, Kawahara E, Morita M, Okuyama Y, Ishii N, So T. Understanding the role of TRAF family proteins in gp130 
signaling. 第48回日本免疫学会学術集会；2019 Dec 11-13；浜松．（ポスター）．
21) Kawahara E*, Fujimori Y, Oishi M, Morita M, Ishii N, Okuyama Y, So T. TNF receptor-associated factor 5 inhibits IL-27 
receptor signaling in CD4+ T-lymphocytes. 第48回日本免疫学会学術集会；2019 Dec 11-13；浜松．（ポスター）．
22) Sakurai T, Okuyama Y, Hai Phung HT, So T, Nio M, Ishii N. GITR signaling negatively controls DSS-induced intestinal 
inflammation by regulating NK cells function. 第48回日本免疫学会学術集会；2019 Dec 11-13；浜松．（ポスター）．
23) 川口甲介，北井克樹，守田雅志，今中常雄，宗孝紀. ライソゾームからのビタミンB12輸送機構の解明．第24回
日本ライソゾーム病研究会；2109 Dec 13-14；東京．
◆	 その他
1) 川口甲介，北井克樹．ABCD4はリソソームから細胞質へとビタミンB12を輸送する．第4回ペルオキシソーム病
研究会．第4回ペルオキシソーム病研究会；2019 Aug 31；岐阜．
2) 守田雅志．abcd1欠損グリア細胞及びCD4陽性T細胞の免疫応答．第4回ペルオキシソーム病研究会．第4回ペル
オキシソーム病研究会；2019 Aug 31；岐阜．
3) 川口甲介．ABCD1は極長鎖脂肪酸CoAを加水分解して輸送する．第4回ペルオキシソーム病研究会；2019 Aug 
31；岐阜．
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